
　
～
期
待
と
不
安
を
胸
に
秘
め
て
～

　
～
期
待
と
不
安
を
胸
に
秘
め
て
～

　
１
月
１
３
日
㈰
、翌
日
の
成
人
の
日
に
先
が
け
、鶴
居
村
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
１
３
日
㈰
、翌
日
の
成
人
の
日
に
先
が
け
、鶴
居
村
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
振
袖
や
ス
ー
ツ
姿
に
身
を
包
ん
だ
若
々
し
い
新
成
人
２
０
名
が
出
席
し
、

　
当
日
は
、
振
袖
や
ス
ー
ツ
姿
に
身
を
包
ん
だ
若
々
し
い
新
成
人
２
０
名
が
出
席
し
、

お
互
い
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
新
成
人
代
表
の
誓
い
の
言
葉
で
は
両
親
へ
の
感

お
互
い
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
新
成
人
代
表
の
誓
い
の
言
葉
で
は
両
親
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
と
大
人
に
な
り
背
負
う
権
利
や
義
務
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
あ
ら
た

謝
の
気
持
ち
と
大
人
に
な
り
背
負
う
権
利
や
義
務
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
あ
ら
た

め
て
成
人
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

め
て
成
人
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
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今年も確定申告の時期となりました。
役場では、平成24年分の所得税・住民税（平成25年度分）の確定申告相談を、

次のとおり実施します。

月 日 受付
時間 会　　　場 対象地域

２

18月

 9：30

～

16：00

役場2階会議室 鶴居市街
19火

20水 役場2階会議室 中雪裡

21木
下幌呂コミュニティセンター 下幌呂

22金

25月 幌呂農村環境改善センター 幌呂市街

26火
幌呂農村環境改善センター

中幌呂
中幌呂下
支幌呂
茂幌呂27水

３

１金 茂雪裡コミュニティセンター 茂雪裡

4月 上幌呂コミュニティセンター 上幌呂
新幌呂

5火 役場2階会議室 支雪裡
中久著呂

6水 役場2階会議室 下久著呂

8金

役場2階会議室 地域指定
なし

11月

12火

13水

◇申告相談受付期間
●申告期間は2月18日（月）から3月13日（水）です。
●還付申告は3月15日（金）まで受付けています。

◇確定申告が必要な人
●営業・農業・不動産・配当・譲渡・雑・一時などの
所得がある人

●サラリーマンで次に該当する人
　１　給与所得が2,000万円を超える人
　２　給与・退職以外の所得が20万円を超える人
　３　２ヶ所以上から給与の支払を受けている人
　４　年末調整をされていない人
●公的年金等に係る雑所得の金額から所得控除を差し
引くと残額がある人（400万円以下かつ公的年
金雑所得以外の所得が20万円以下の人を
除く。）

◇還付申告ができる人
●年の途中で退職して年末調整されていない人
●年末調整された給与所得者で、医療費、寄附金、
住宅借入金控除等を受けることができる人
●年金受給者のうち、所得税の源泉徴収をされてい
る人で、社会保険料、医療費などの諸控除を受け
ることができる人

◇申告に必要なもの
●収入や経費などを証明できる書類（源泉徴収票、
収支内訳書、領収書など）
●生命保険料や地震保険料、国民年金、国民健康保
険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料などの
控除額が証明される書類
●医療費、雑損、寄附金、住宅借入金等控除を受け
る場合は、領収書など各種控除に必要な書類（詳
しくは役場税務係若しくは税務署にお問合せくだ
さい）
●所得税が還付される人は、振込先の金融機関とそ
の口座番号が分かるもの
●印鑑

◇住民税の申告
●平成25年１月１日現在、鶴居村に住んでいて、平
成24年中に収入などのあった人は申告が必要と
なります。
●国民健康保険に加入している人は、収入の有無に
かかわらず、申告が必要となります。
●収入がなかった人で、別世帯の人の扶養になって
いる人は、申告が必要となります。
●確定、還付申告をする人は住民税の申告は必要あ
りません。
●住民税の申告がないと、未申告の扱いとなり、認
定課税の対象となりますので忘れずに申告してく
ださい。

◇問合せ先
振興課税務係　☎64－2112（課直通）
釧路税務署　　☎31－5100（代表）

～確定申告相談日程表～

※対象地域の住民を優先して受付けますので、極力、指定日にご来場されますようお願いします。
※期間中は多くの方が来場されるため会場が大変混み合い、長時間お待ちいただかなければならない場合
がありますので、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。
※還付申告は、1月16日（水）から3月15日（金）まで受け付けています。（上記日程以外は役場振興課税
務係窓口において受付けします。）

３　平成25年２月号



平成25年２月号　平成25年２月号　４４

１
／
５
気
持
ち
を
新
た
に
! !

　
　

平
成
25
年
鶴
居
消
防
出
初
式

　

今
年
も
、
鶴
居
消
防
署
と
鶴
居
消
防
団
と
の
合
同
に
よ
る
出
初
式
が
５
日
、
役
場

駐
車
場
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
式
に
は
、
職
・
団
員
や
来
賓
の
方
々
な
ど
約
90
名
が
出
席
す
る
中
、
団
員
の
部

隊
行
動
の
確
認
や
消
防
車
両
の
特
別
点
検
等
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
や
車

両
整
備
の
状
況
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
示
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

式
が
終
了
し
た
後
、
総
合
セ
ン
タ
ー
内
で
は
各
勤
続
者
へ
大
石
副
組
合
長
よ
り
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
栄
誉
を
称
え
ら
れ
た
各
表
彰
者
は
、
新
た
な
年
の
防
災

活
動
に
向
け
て
意
識
を
高
め
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

役
場
駐
車
場
に
お
い
て
車
両
点
検

の
様
子

大
石
副
組
合
長
よ
り
勤
続
表
彰
授
与

の
様
子

給
食
施
設
の
改
築
に
伴
い

　

鶴
居
小
学
校
給
食
試
食
会
開
催

　

こ
の
ほ
ど
、
鶴
居
小
学
校
仮
設
校
舎
の

教
室
に
て
、
給
食
施
設
の
改
築
に
伴
う
給

食
試
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
試
食
会
は
２
日
間
に
分
け
て
行
わ

れ
、
１
日
目
は
炊
き
込
み
ご
飯
や
味
噌
汁

な
ど
の
和
食
、
２
日
目
に
は
シ
チ
ュ
ー
や

手
作
り
パ
ン
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
食
会
に
は
各
学
校
関
係
者
の
ほ
か
、

村
長
や
議
会
議
員
、村
職
員
な
ど
が
訪
れ
、

懐
か
し
く
も
新
し
い
給
食
の
味
を
楽
し
ん

で
い
た
よ
う
で
し
た
。

仮設校舎の廊下には本がずらりと並び、
新学期に備えられています

釧
路
管
内
で
手
づ
く
り
パ
ン
を
給
食
に
出

す
の
は
鶴
居
村
の
み
で
す

試食会には村長や議会議員らも参加しました

１
／
10
〜
11



５　平成25年２月号

１
／
13
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
誓
う

　

平
成
25
年
鶴
居
村
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
る

　

こ
の
ほ
ど
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
平
成
25
年

鶴
居
村
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
、
こ
の
年
晴
れ

て
新
成
人
と
な
っ
た
男
性
10
名
、
女
性
10
名

の
計
20
名
が
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
振
袖
に
身

を
包
み
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
石
脇
教
育
委
員
長
の
式
辞
に

加
え
、
大
石
村
長
、
松
井
村
議
会
議
長
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
、
木
村
亮
太
さ

ん
（
鶴
居
市
街
）
と
青
木
奈
緒
子
さ
ん
（
下

幌
呂
）
か
ら
、
両
親
や
周
り
の
人
た
ち
に
対

す
る
感
謝
と
権
利
や
義
務
が
生
じ
た
こ
と
に

対
す
る
誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
新
成
人

た
ち
は
ま
す
ま
す
成
人
に
な
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
た
様
子
で
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
鶴
居
村
に
関
す
る
ク
イ
ズ

や
今
後
の
抱
負
を
発
表
す
る
「
新
成
人
ひ
と

こ
と
主
張
」
な
ど
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

新成人代表として誓いの言葉を述べ
る木村さんと青木さん

石脇教育委員長から一人一人に記念品が贈
られました

将来の夢や目標を語りました

１
／
14
熱
い
真
剣
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

　

平
成
25
年
村
内
か
る
た
大
会

　

こ
の
ほ
ど
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
、、
村

内
対
抗
の
か
る
た
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
は
、
鶴
居
小
学
校
、
下
幌
呂
小

学
校
の
か
る
た
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
児
童
30

名
（
鶴
居
小
学
校
18
名
、
下
幌
呂
小
学
校
12

名
）、
10
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
高
学
年
４
チ
ー

ム
、
中
学
年
４
チ
ー
ム
、
低
学
年
２
チ
ー
ム

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
競
い
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

読
み
手
が
下
の
句
を
読
ん
で
い
る
際
の
児

童
た
ち
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、
会
場
は
緊
張

感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
し
た
チ
ー
ム
や
敢
闘
賞
を
受
賞
し
た

児
童
に
は
賞
状
や
記
念
楯
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

どの札が読まれるのか緊張の瞬間です敢闘賞を受賞した松井萊音ちゃん、森
田光琉くん、小北つぐみちゃん

高学年
１位　　雪裡の不死鳥（鶴居小　６年）
２位　　雪裡の流星　（鶴居小　５、６年）
中学年
１位　　雪裡の北斗　 （鶴居小　４年）
２位　　原野の剣　　 （下幌呂小　４年）
低学年
１位　　雪裡の翼　　（鶴居小　２年）
２位　　雪裡の丹頂　（鶴居小　１、２年）
敢闘賞
松井　萊音　　ちゃん  （雪裡の丹頂）
森田　光琉　　くん　  （原野の剣）
小北　つぐみ　ちゃん  （雪裡の流星）

かるた大会　順位表



平成25年２月号　平成25年２月号　６６

白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

　

平
成
24
年
度
鶴
居
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
交
流
研
修
会

　

こ
の
日
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
よ
る
ド
ッ
ジ

ビ
ー
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
小
学
生
か
ら
中
学
１
年
生
の

53
名
が
出
場
し
、
前
年
度
の
21
名
に
比
べ
参

加
者
が
大
幅
に
増
え
る
賑
や
か
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
１
チ
ー
ム
９
名
で
構
成
さ
れ
た

計
６
チ
ー
ム
が
優
勝
を
競
い
あ
っ
た
結
果
、

Ａ
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
に
輝
き
、
準
優
勝
の

Ｅ
チ
ー
ム
と
共
に
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

小１から中１の計 53名が出場しました大きく振りかぶっている姿が実に活き活きと
しています

始
ま
る
の
は
ま
だ
か
な
〜
、
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す

日　時　２０１３年２月１０日（日）
　　　　ＰＭ３：００～ＰＭ８：００
場　所　鶴居村総合センター
　　　　多目的ホール
参加費　１，５００円（中学生以下無料）

１
／
19

日時　２月１０日（日）　ＡＭ１１：００～ＰＭ２：００
会場　鶴居村総合センター前庭
内容　タンチョウ耐寒競技や、氷上つなひき３対３、
　　　雪中宝探しなどの各ゲームが盛りだくさん！
　　　総額５０万円相当の景品を大放出！！
お問合せ
　　　各種イベントについてのお問合わせは
　　　鶴居村役場産業課 （☎６４－２１１４、ＦＡＸ　６４－２５７７）
主催　鶴居村ふるさとまつり実行委員会

毎年恒例のタンチョウフェスティバルが下記の日程で開催されます。
なお今年は昨年とは異なり、鶴居村総合センター前庭で行うので
ご注意ください。

定　員　１００名
内　容　第１部　「タンチョウ昔話」ほか
　　　　ＰＭ３：００～
　　　　第２部　「鶴の居られる村」晩餐会
　　　　ＰＭ６：００～

同日開催　祝！タンチョウ特別天然記念物指定６０周年
「鶴の居られる村」の夕べ



　１日（金）
鶴居老人クラブ健康相談
　　９：１５～　鶴居老人寿の家
幌呂老人クラブ健康相談・健康教育
　　９：３０～　幌呂老人寿の家
下幌呂老人クラブ健康相談
　１０：３０～　下幌呂老人寿の家
　３日（日）
平成24年度スキー・スノーボード教室（２回目）
　１０：００～　阿寒ロイヤルバレイ
　５日（火）
子育て支援事業「あそびのひろば」
　１０：００～　ふるさと情報館みなくる
　６日（水）
４種混合予防接種
　１１：３０～　鶴居診療所
ＢＣＧ、麻しん・風疹、３種混合、２種混合予防接種、不活化ポリオ
　１５：００～　鶴居診療所
特設人権相談所
　１３：００～　役場２階会議室
１０日（日）
平成24年度スキー・スノーボード教室（3回目）
　１０：００～　阿寒ロイヤルバレイ
第26回タンチョウフェスティバル
　１１：００～　総合センター前庭
「鶴の居られる村」の夕べイベント
　１５：００～　総合センター
１６日（土）
「日本で最も美しい村」つるい婚活サポート事業
　１０：００～　夢工房ほか
１７日（日）
「日本で最も美しい村」つるい婚活サポート事業
　１０：００～　夢工房ほか
１８日（月）
確定申告相談（対象地区：鶴居市街）
　　９：３０～　役場２階会議室
鶴居村社会福祉協議会「心配ごと相談所」
　１０：００～　総合センター第１研修室
１９日（火）
確定申告相談（対象地区：鶴居市街）
　　９：３０～　役場２階会議室
２０日（水）
確定申告相談（対象地区：中雪裡）
　　９：３０～　役場２階会議室
２１日（木）
確定申告相談（対象地区：下幌呂）
　　９：３０～　下幌呂コミュニティセンター
乳児検診
　１３：００～　総合センター和室
２２日（金）
確定申告相談（対象地区：下幌呂）
　　９：３０～　下幌呂コミュニティセンター
２４日（日）
鶴居村満喫日帰りツアー
　　９：００～　鶴居村分譲地ほか
２５日（月）
確定申告相談（対象地区：幌呂市街）
　　９：３０～　幌呂農村環境改善センター
２６日（火）
確定申告相談（対象地区：中幌呂、中幌呂下、支幌呂、茂幌呂）
　　９：３０～　幌呂農村環境改善センター
２７日（水）
確定申告相談（対象地区：中幌呂、中幌呂下、支幌呂、茂幌呂）
　　９：３０～　幌呂農村環境改善センター
２８日（木）
おひさま（親の会）
　１０：００～　役場２階和室

７７　平成25年２月号　平成25年２月号

３歳児歯科表彰虫歯のない子
このほど行われた３歳児検診で「虫歯のない子」　として表彰された
お子さんたちです。

所
得
税
の
還
付
申
告
は
お
早
め
に
！

　

平
成
25
年
１
月
16
日
㈬
か
ら
、
平
成
24
年
分
所

得
税
の
還
付
申
告
を
振
興
課
税
務
係
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。（
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
）

　

平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
は
、
平
成
24
年
２
月

18
日
㈪
か
ら
３
月
13
日
㈬
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
確
定
申
告
期
間
中
は
、
大
変
混
み
合
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
還
付
申
告
が
で
き
る
方

は
お
早
め
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
年
の
途
中
で
退
職
し
た
給
与
所
得
者
で
あ
り
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
方
や
年
金
受
給
者
で
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
、
社
会
保
険
料
な
ど
の

控
除
に
よ
り
所
得
税
の
還
付
が
受
け
ら
れ
る
方

⑵
年
末
調
整
を
さ
れ
た
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
や

医
療
費
、
住
宅
借
入
金
等
の
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方

【
お
問
合
せ
先
】

　

振
興
課
税
務
係

　

☎
64
―
２
１
１
２

村
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

個
人
住
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険

藤原拓也くん
（茂雪裡）

岡田穂莉ちゃん
（支幌呂）

藤原和花ちゃん
（鶴居市街）

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
）
の
第
４
期
納
期
限
は
、
昨
年
12
月

25
日
で
し
た
が
、
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、

も
う
一
度
、
ご
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
税
や
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
お
困

り
の
方
は
、
分
割
納
付
な
ど
の
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

　

万
一
、
ご
相
談
や
納
税
の
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ

ま
す
と
、
督
促
状
を
発
送
し
て
納
税
の
督
促
を
行

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
な
お
納
税
さ
れ
な
い
場
合

は
、
や
む
を
得
ず
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

個
人
住
民
税
と
固
定
資
産
税
は
、
振
興
課
税
務

係
（
☎
64
―
２
１
１
２
）、
国
民
健
康
保
険
税
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
は
、
そ

れ
ぞ
れ
住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
と
介
護
保
険
係

（
☎
64
―
２
１
１
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
者
募
集

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
で
は
、「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
１
３
を
実
施
中
で
す
。

【
テ
ー
マ
】

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
の
情
景
〜
生
活
の
営

み
と
景
観
、
文
化
〜

【
撮
影
対
象
エ
リ
ア
】

鶴
居
村
を
含
む
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
加
盟
す
る
全
国
49
市
町
村

【
募
集
期
間
】

２
０
１
３
年
７
月
20
日
㈯
ま
で

【
ご
応
募
・
お
問
合
せ
先
】

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
事
務
局　

〒
１
０
１
―
０
０
４
４　

東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町
１ 

―

10
―
４

　

☎　

０
３
―
５
５
７
７
―
５
９
４
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
５
７
７
―
５
８
９
４

m
a
il: in

fo
@
u
ts
u
k
u
s
h
ii-m

u
ra
.jp    

http://w
w
w
.utsukushii-m

ura.jp/

※
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
窓

口
に
あ
り
ま
す
作
品
募
集
要
領
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

村
職
員
人
事

　
〈
十
二
月
三
一
日
付
退
職
〉

　
　

▽
松
井
基
廣
（
総
務
課
長
）

　
〈
一
月
一
日
付
〉

　
【
総
務
課
】

　
　

課
長　

副
村
長
事
務
取
扱

　
【
診
療
所
】

　
　

▽
看
護
師　

國
安
洋
恵
（
新
採
用
）



平成25年２月号　８

春
休
み
親
子
見
学
会
の
開

催
に
つ
い
て

　
「
苫
東
厚
真
発
電
所
」
の
見
学

と
、
実
験
や
工
作
な
ど
の
体
験
を

通
じ
て
科
学
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
「
お
も
し
ろ
実
験
室
」
を
親

子
で
体
験
で
き
る
見
学
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

⑴
平
成
25
年
３
月
29
日
㈮
〜
３
月

30
日
㈯　

１
泊
２
日

⑵
小
学
４
年
生
〜
中
学
２
年
生
の

お
子
さ
ま
と
保
護
者

⑶
定
員

　

親
子
15
組
（
30
名
様
程
度
）

※
同
行
保
護
者
１
名
で
、
参
加
対

象
の
お
子
さ
ま
２
名
様
ま
で
申
込

で
き
ま
す
。

(4)
参
加
費

　

保
護
者　

１
０
，０
０
０
円

お
子
さ
ま　
　

５
，０
０
０
円

※
宿
泊
場
所
は
「
ほ
く
で
ん
北
二

条
ク
ラ
ブ
」（
札
幌
市
中
央
区
北

２
条
西
21
丁
目
２
番
１
号
）

⑸
応
募
方
法

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
い
ず
れ
か
に
記

載
事
項
を
記
入

⑹
記
載
事
項

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
続
柄
、
性

別
、
生
年
月
日
、
学
校
名
、
学
年
、

参
加
理
由

⑺
受
付
期
間

平
成
25
年
２
月
４
日
㈪
〜
３
月
６

日
㈬

【
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先
】

〒
０
８
５
―
８
６
６
８　
（
住
所

不
要
）
ほ
く
で
ん
釧
路
支
店
企
画

総
務
グ
ル
ー
プ
『
春
休
み
親
子
見

学
会
』
係

☎
23
―
５
８
１
１
（
平
日
９
〜
17

時
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　

24
―
９
８
３
６

Ｅ
メ
ｌ
ル

event946@
epmail.hepco.co.jp

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に

つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の

と
お
り
面
談
又
は
電
話
に
よ
る

「
休
日
公
証
相
談
」
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時

　

２
月
24
日
㈰
10
〜
16
時

⑵
場
所

　

釧
路
公
証
人
役
場
（
釧
路
市
末

広
町
７
丁
目
２
番
地　

金
森
ビ
ル

１
階
）

⑶
ご
相
談
内
容

　

遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
・
尊

厳
死
宣
言
・
お
金
の
貸
し
借
り
・

賃
貸
借
・
離
婚
に
伴
う
養
育
費
・

慰
謝
料
・
財
産
分
与
等
（
相
談
料

は
無
料
で
す
）

⑷
お
申
込
方
法

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２

月
22
日
㈮
ま
で
に
電
話
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

☎
25
―
１
３
６
５

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
事
故

に
ご
注
意
を
！

　

毎
年
、
降
雪
を
迎
え
る
こ
の
時

期
、
沿
道
建
物
等
か
ら
の
落
氷
雪

に
よ
る
死
傷
事
故
が
各
地
で
発
生

し
、
過
去
５
年
間
の
死
傷
者
数
が
、

死
者
81
名
、
負
傷
者
１
，２
６
６

名
、
合
計
１
，３
４
７
名
に
の
ぼ

り
、
そ
の
う
ち
平
成
23
年
度
に
は
、

落
氷
雪
に
よ
り
10
名
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
今
後
お
こ

さ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
冬
期
間
の

通
行
を
円
滑
に
し
、
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

⑴
落
氷
雪
事
故
が
発
生
し
そ
う
な

沿
道
建
物
等
に
つ
い
て
は
、
雪
止

め
を
設
置
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

⑵
既
に
雪
止
め
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
合
で
も
、
針
金
等
の
錆
、
老

朽
化
等
に
よ
る
破
損
が
原
因
で
落

氷
雪
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
必
ず
点
検
し
、
破
損
等

が
発
見
さ
れ
た
際
は
、
早
急
に
修

繕
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
落
氷
雪
事
故
は
、
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
３
度
か
ら
プ
ラ
ス
３
度
程
度

の
と
き
に
発
生
し
や
す
い
の
で
、

気
温
が
そ
れ
ら
に
近
い
場
合
、
早

め
に
除
雪
す
る
と
と
も
に
、
除
雪

の
際
に
は
、
歩
行
者
や
遊
ん
で
い

る
子
供
等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

⑷
落
氷
雪
が
あ
っ
た
場
合
は
、
直

ち
に
事
故
が
な
い
か
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
歩
行
者
の
通
行
の
支

障
に
な
ら
な
い
よ
う
に
直
ち
に
排

除
し
て
く
だ
さ
い
。

⑸
交
通
事
故
及
び
交
通
障
害
防
止

の
た
め
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
や

敷
地
内
の
積
雪
を
道
路
に
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

⑹
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋

根
か
ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑺
軒
下
や
道
路
で
は
、
絶
対
に
子

供
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

⑻
建
物
の
壁
、
窓
枠
、
突
出
看
板

等
か
ら
の
落
氷
雪
は
少
量
で
も
危

険
で
あ
る
た
め
、
早
め
に
付
着
し

た
氷
雪
の
除
去
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

多
重
債
務
・
金
融
サ
ー
ビ

ス
無
料
巡
回
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

　

北
海
道
財
務
局
で
は
、
消
費
者

金
融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利
用
に
よ

り
、
高
額
な
借
金
を
抱
え
、
お
悩

み
の
方
々
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
、
解
決
方
法
を
ご
案
内
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
ご
相
談
や
、
ヤ
ミ
金
融
、

未
公
開
株
等
の
存
在
の
情
報
、
不

正
利
用
口
座
の
情
報
提
供
も
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

　

今
般
、
下
記
の
日
程
で
多
重
債

務
お
よ
び
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
専
門
相
談
員

に
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時　

２
月
21
日
㈭
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

⑵
会
場　

釧
路
地
方
合
同
庁
舎　

釧
路
財
務
事
務
所　

９
階
会
議
室

（
住
所
：
釧
路
市
幸
町
10
丁
目
３

番
地
）

⑶
電
話
番
号

北
海
道
財
務
局　

直
通

多
重
債
務
者
相
談
窓
口

０
１
１
―
８
０
７
―
５
１
４
４

金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

０
１
１
―
８
０
７
―
５
１
４
５

予
約
受
付　

平
日　

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
ご
相
談
予
約
、
お
問

い
合
わ
せ
は
開
催
日
前
日
ま
で
に

お
願
い
致
し
ま
す
。）

⑷
主
催　

北
海
道
財
務
局
・
釧
路

財
務
事
務
所

青
年
国
際
交
流
事
業
に
参

加
し
ま
せ
ん
か

●
内
閣
府
で
は
、
平
成
25
年
度
に

実
施
す
る
青
年
国
際
交
流
事
業

（「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」「
国

際
青
年
育
成
交
流
」「
日
本
・
中

国
青
年
親
善
交
流
」「
日
本
・
韓

国
青
年
親
善
交
流
」）
の
参
加
青

年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間
は
２
月
４
日
㈪
〜
３

月
18
日
㈪

●
お
問
い
合
わ
せ
は
、
内
閣
府
青

年
国
際
交
流
担
当
（
☎
03
ー
３



９　平成25年２月号

５
８
１
―

１
１
８
１
、http://

w
w
w
.cao.go.jp/koryu/

ま

た
は
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

国
際
課
（
☎
０
１
１
―
２
０
４
―

５
０
９
２
）
ま
で
。

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
希

望
者
全
員
の
雇
用
確
保
を
図

る
た
め
の
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
！

　

急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
対
応

し
、
高
年
齢
者
が
少
な
く
と
も
年

金
受
給
開
始
年
齢
ま
で
は
意
欲
と

能
力
に
応
じ
て
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、「
高

年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関

す
る
法
律
」（
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
）
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平

成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。
今
回
の
改
正
は
、
定
年
に

達
し
た
方
を
引
き
続
き
雇
用
す
る

「
継
続
雇
用
制
度
」
の
対
象
者
を

労
使
協
定
で
限
定
で
き
る
仕
組
み

の
廃
止
な
ど
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
又
は
北
海
道
労
働
局
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

●
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
限

定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
（
経
過

措
置
あ
り
）

②
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
雇

用
す
る
企
業
の
範
囲
の
拡
大

③
義
務
違
反
の
企
業
に
対
す
る
公

表
規
定
の
導
入

④
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実

施
及
び
運
用
に
関
す
る
指
針
の
策

定地
方
税
滞
納
整
理
強
調
月

間
で
す

　

３
月
は
、
北
海
道
と
鶴
居
村
共

同
の
「
地
方
税
滞
納
整
理
強
調
月

間
」
で
す
。

　

釧
路
総
合
振
興
局
と
市
町
村
は
、

税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
共
同

で
徴
収
対
策
を
強
化
し
、
差
押
え

等
の
滞
納
処
分
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、
す

ぐ
に
納
め
る
か
、
納
税
の
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
道
税
の
相
談
窓
口
】

釧
路
総
合
振
興
局
納
税
課

釧
路
市
浦
見
２
―
２ 

―

54

☎
43
―
９
１
７
５

【
村
税
の
相
談
窓
口
】

役
場
振
興
課
税
務
係

☎
64
―
２
１
１
２

振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め

と
す
る
特
殊
詐
欺
の
防
止

に
つ
い
て

　

道
内
に
お
け
る
平
成
24
年
度
の

振
り
込
め
詐
欺
の
認
知
件
数
は
99

件
で
、
前
年
と
比
較
し
て
わ
ず
か

に
減
少
し
ま
し
た
が
、
被
害
の
総

額
が
約
１
億
７
，２
０
０
万
円
と

約
1
・
８
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
者
は
50
歳
代
が
８
割
を
超

え
、
中
で
も
女
性
の
被
害
が
多
い

の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
振
り
込
め
詐
欺

以
外
の
特
殊
詐
欺
が
増
加
し
て
お

り
、
昨
年
は
道
内
で
金
融
商
品
等

取
引
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
情
報
提

供
の
詐
欺
が
24
件
発
生
し
、
被
害

の
総
額
が
２
億
円
を
超
え
る
な
ど

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
民
一
人
ひ
と
り
が
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

家
庭
や
職
場
、
地
域
の
中
で
お

互
い
が
声
を
掛
け
合
い
「
振
り
込

め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊
詐

欺
」
の
被
害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
特
殊
詐
欺
と
は

　

被
害
者
と
対
面
せ
ず
、
架
空
・

他
人
名
義
の
預
貯
金
口
座
や
携
帯

電
話
等
を
利
用
し
、
現
金
等
を
だ

ま
し
取
る
詐
欺
の
総
称
を
い
い
、

振
り
込
め
詐
欺
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

〈
振
り
込
め
詐
欺
以
外
の
特
殊
詐

欺
の
例
〉

○
金
融
商
品
等
取
引
の
詐
欺

　

架
空
又
は
価
値
の
乏
し
い
未
公

開
株
、
社
債
等
の
有
価
証
券
、
外

国
通
貨
等
に
つ
い
て
、
電
話
や
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
に
よ
り
虚
偽

の
情
報
を
提
供
し
、
購
入
す
れ
ば

利
益
が
得
ら
れ
る
も
の
と
誤
信
さ

せ
、
購
入
を
申
し
込
ん
で
き
た
被

害
者
に
有
価
証
券
等
の
購
入
名
目

で
現
金
を
口
座
に
振
り
込
ま
せ
る

手
口

○
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
情
報
提
供
の

詐
欺

　

不
特
定
多
数
の
者
が
購
読
す
る

雑
誌
に「
パ
チ
ン
コ
打
ち
子
募
集
」

等
と
記
載
し
た
り
、
不
特
定
多
数

の
者
に
対
し
て
同
内
容
の
メ
ー
ル

を
送
信
す
る
な
ど
し
、
こ
れ
に
応

じ
て
会
員
登
録
等
を
申
し
込
ん
で

き
た
被
害
者
に
対
し
て
、
パ
チ
ン

コ
攻
略
法
等
の
虚
偽
の
情
報
を
提

供
す
る
な
ど
し
た
上
で
、
会
員
登

録
料
や
情
報
料
の
名
目
で
現
金
を

口
座
に
振
り
込
ま
せ
る
な
ど
の
手

口○
異
性
と
の
交
際
あ
っ
せ
ん
の
詐

欺
　

不
特
定
多
数
の
者
が
購
読
す
る

雑
誌
に
「
女
性
紹
介
」
等
と
記
載

し
た
り
、
不
特
定
多
数
の
者
に
対

し
て
同
内
容
の
メ
ー
ル
を
送
信
す

る
な
ど
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
女
性

の
紹
介
等
を
求
め
て
き
た
被
害
者

に
対
し
て
、
女
性
に
関
す
る
虚
偽

の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
し
た
上

で
、
会
員
登
録
料
や
保
証
金
等
の

名
目
で
現
金
を
口
座
に
振
り
込
ま

せ
る
な
ど
の
手
口

　

被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

○
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と

い
う
電
話
は
詐
欺
で
す
。
必
ず
変

更
前
の
電
話
番
号
に
電
話
を
掛
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

○
万
が
一
被
害
に
遭
っ
た
場
合
に

も
被
害
額
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
、
一
日
当
た
り
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用

限
度
額
を
引
き
下
げ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
「
留
守
番
電
話
作
戦
」

　

在
宅
し
て
い
る
時
も
物
理
的
に

犯
人
か
ら
の
電
話
を
遮
断
す
る
た

め
に
も
留
守
番
電
話
に
設
定
し
ま

し
ょ
う
。

○
オ
レ
オ
レ
詐
欺
は
、
主
婦
や
高

齢
者
の
子
ど
も
や
孫
へ
の
親
愛
の

情
を
逆
手
に
取
る
犯
罪
で
す
。
家

族
間
で
相
互
に
連
絡
を
取
り
合
い

「
家
族
の
絆
」
で
被
害
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
先
】

北
海
道
環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局

道
民
生
活
課
安
全
安
心
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
１
―
２
０
４
―
３
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
１
―
２
３
２
―
４

８
２
０

４
０
０
ｍ
Ｌ
献
血
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

現
在
輸
血
用
の
血
液
製
剤
は
す

べ
て
の
皆
さ
ん
の
献
血
血
液
で
確

保
さ
れ
、
尊
い
生
命
が
救
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
技
術
が

進
ん
だ
現
在
で
も
、
輸
血
に
よ
っ

て
副
作
用
の
発
生
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
の
際
に
８
０
０
ｍ
Ｌ
の
輸

血
を
使
用
す
る
場
合
、
２
０
０
ｍ

Ｌ
献
血
で
は
４
人
分
の
血
液
が
必

要
で
す
が
、
４
０
０
ｍ
Ｌ
献
血
で

は
２
人
分
の
血
液
で
間
に
合
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
輸
血
で
起
こ
る

副
作
用
な
ど
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
切
な
生
命
を
守

る
た
め
、
４
０
０
ｍ
Ｌ
献
血
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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住民課健康推進係・こども保健推進係（☎64-2113）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）

　この体験学習は１３年前から村内の親子にご協力をいただき、思春期を迎えた中学生に赤ちゃんやその親
とのふれあいを通して「赤ちゃんのかわいらしさや生命の尊さ」「子供を産み育てることの大変さと喜び」
を感じてもらおうと毎年開催しています。赤ちゃんとのふれあいの他に釧路赤十字病院の助産師を講師に
招き受精のしくみや胎児の成長や出産、性感染症について話を聞き、改めて『自分を大切に生きること、
人を大切にすること』を学びました。
　赤ちゃんとのふれあい体験前後に生徒に実施したアンケートでは、「赤ちゃんが好きですか？」という質
問に「好き」と答える生徒が増加しました。また、ふれあい体験を実施した多くの生徒がふれあい体験を
してよかったと回答していました。

村では、鶴居中学校の３年生、幌呂中学校の２、３年生を対象に「赤ちゃんとふれあい体験学習」を開催しました。

赤ちゃんが好きですか？
体験前（人）体験後（人）

好き 18 23
わからない 12 7
嫌い 0 0
不明 0 0
その他 0 0

赤ちゃんを育てることについてどう思いますか？
体験前(人) 体験後（人）

大変そう 24 27
つらそう 2 2
忙しそう　 11 14
めんどうそう 3 1
自由な時間がない 7 11
楽しそう 17 19
幸せそう 16 17
すばらしい 5 7
その他 0 0

赤ちゃんとふれあい体験学習は楽しみか。
（体験前）
ふれあい体験をしてよかったか。
（体験後）（＊）

体験前（人）体験後（人）
はい 20 28

わからない 8 2
いいえ 2 0

「赤ちゃんとふれあい体験学習」について、家
族と何か話してみようと思いますか。（体験後）

体験後（人） 割合（％）
はい 22 73.3％
いいえ 8 26.7％
不明 0 0％

【赤ちゃんとのふれあいや助産師の話で感じたことや、　
　　　　　　お母さんお父さんへのメッセージや感想】

●改めて私達が生まれた事が奇せきなんだなと思いました。
●体があったかいのは知ってたけど足の先とかまであたたかく
てちょっとおどろいた。
●お腹がすいたり眠かったりすることを泣かないと知らせない
赤ちゃんをあんなに上手に世話しているお母さん方がすごいと思っ
た。
●改めて思ったけど、とても赤ちゃんは可愛いなぁと思った。赤
ちゃんもお母さんもすごく幸せそうだった。
●お母さんの話してくれたこととかきくと本当に大変なんだなぁ
と思った。でもその分うれしいこととかもたくさんあるという
ことがわかって考え方が少し変わった。
●将来、自分の赤ちゃんを抱っこするのがとても楽しみになり
ました。色々教えてくれてありがとうございました。
●赤ちゃんはこれからも元気にがんばって！今日はありがとね。
私もちっちゃいころふれあい体験学習に参加したんだよ。赤ちゃ
んとして。
【協力してくれたお母さんの感想や中学生へのメッセージ】
●声をかけてくれたり、抱っこしてくれたりして、赤ちゃんも
嬉しかったと思います。あっという間の時間でしたが、赤ちゃ
んもいい経験になったと思います。
●子育ては楽しい事も大変な事も沢山あります。なんでも１人で
やろうとすると、ストレスがたまってしまうので、周りの人達
にたよって、楽しい子育てをしてほしいと思います。また、機
会があればふれ合いたいと思います。
●将来、子供が出来たら、小さな命を大切にしてほしいと思います。
●皆さんの、赤ちゃんをお世話する姿を見て、きっとやさしいパパ、
ママになってくれるだろうと思います。私も息子も中学生の皆
さんとふれあう機会がないのでとっても楽しい時間を過ごすこ
とができてうれしかったです。ありがとうございました。
●今日は一緒に遊んでくれてありがとうございました。皆さん
と会えてとってもうれしかったです。
●自分の時代にはふれあい体験がなかったのでうらやましく思
いました。いじめの問題も色々聞くので自分や友達の命を大切
にしてくれたらうれしいです。（＊）：５％水準で有意差あり
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～蔵書点検による休館について～
ふるさと情報館みなくるは2013年2月20日㈬～26日㈫まで蔵書点検のため、休館します。期間中の返
却は自動ドア左にある「返却ポスト」をご利用ください。※ＣＤ・ビデオテープは返却が遅れても構いま
せんので、絶対に返却ポストへは入れないでください。破損の原因になります。

●開館時間……10：00～18：15●開館時間……10：00～18：15
●休●休　　館館　　日……日……２月の休館日は、２月20日（水）～26日（火）ま２月の休館日は、２月20日（水）～26日（火）ま
　　　　　　　 で蔵書点検のため休館します。　　　　　　　 で蔵書点検のため休館します。
　図書室は、毎月1回の図書整理日以外はいつでも開館　図書室は、毎月1回の図書整理日以外はいつでも開館
　しています。　しています。
●●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】２週間（１人５冊まで）貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】２週間（１人５冊まで）
　　　　　　　　　　　　　　【ＣＤ・ＶＴＲ】１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）【ＣＤ・ＶＴＲ】１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

盗まれた顔
羽田　圭介　著

　罪も、動機も、俺には関
係ない。顔だけを見つめて、
捕まえろ。超デジタル時代、
究極のアナログ捜査はどこ
まで通じるのか。３０００人
もの指名手配犯の顔を記憶
した“見当たり刑事”が躍動
する、迫真の警察小説。

団塊世代の
孫育てのススメ

宮本　まき子　著

　現代日本の成長を支えた
団塊世代・豊富な人生経験
を、今こそ「孫育て」に活
かしてみよう。わが子の幸
せ、孫の未来…。ジイジ＆
バアバのための、今時の家
族の絆のつくり方を紹介。

１０分で読める
すいり・たんていの話

前川　律子　著

　あさのあつこ、冨安陽子
など今活躍中の作家の作品
から、コナン・ドイル、モ
ーリス・ルブランなどの名
作まで、１０分で読めるす
いりやたんていの物語を集
めた短編集。朝読や初めて
の読書に最適な１冊。

泥酔懺悔
朝倉　かすみ他　著

　泥酔せずともお酒を飲め
ば酔っ払う。酒席は飲める
人には楽しく、下戸には時
に不可解…。お酒を介した
様々な光景を、朝倉かすみ、
中島たい子、角田光代ら、
女性の書き手１１人が綴っ
た連作エッセイ。

はんなちゃんが
めをさましたら

酒井　駒子　著

　ある日はんなちゃんが目
をさますと、まだ夜だった。
そこで、はんなちゃんは猫
のチロと一緒にしーんと静
かな夜の家で…。ひそやか
に満たされる魔法の時を描
いた絵本。

はじめよう！木版画
五所　菊雄　著

　一見むずかしそうに見え
る技法も、実はちょっとし
た工夫に秘密あり。初めて
木版画を作る人でも、身近
な年賀状や四季の便りを通
して、すぐに挑戦できるテ
クニックをやさしく丁寧に
紹介する絶好の入門書。
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空き家・貸し家情報募集中！
　村では、移住者の受入れや定住の促進の
ため、「空き家」や「貸し家」の情報を集
めています。
　「空き家」をお持ちの方や、「貸し家」と
して第三者に貸せる住宅をお持ちの方は、
ぜひ情報をお寄せ下さい。

【連絡先】
役場振興課企画係　☎ 64 － 2112

自衛隊一般幹部候補生(飛行要員)・予備自衛官補の募集について

細部お問合せ先　役場総務課　　☎64－2111
　　　　　　　　自衛隊帯広地方協力本部　釧路出張所　　☎22－1053

種　目 資　格 受付期間 試　験　日 試験場所
予防自衛官補
（一般）

18歳以上34歳
未満

25年１月９日㈬
～

25年４月３日㈬

25年4月12日㈮、
13日㈯、14日㈰、
15日㈪
※いずれか１日を
後日指定。

釧路駐屯地

予備自衛官補
（技能）

18歳以上国家
免許資格等を
有する方（資
格により53歳
未満～55歳未
満の方）

別示

一般幹部候補生
（陸・海・空）

20歳以上26歳
未満の者で大
学卒業程度の
学を有する方

25年２月１日㈮
～

25年４月26日㈮

一次　5月11・12
日㈰
※12日は飛行要員
のみ。

道東経済セ
ンタービル
予定

※一般幹部候補生につきましては、飛行要員もありますのでお問い合わせください。

あなたもワンダグリンダ・プロジェクトに参加しませんか？
　ワンダグリンダ・プロジェクトは、私たちが釧路湿原の自然と共に暮らし
ていくため、湿原と地域や市民をつなぐネットワークを広げる活動です。
　　・釧路湿原を知り、楽しみ、学ぼう！
　　・自然再生に参加し、行動しよう！
　　・地域と関わり、人をつなごう！
　この３つの柱の趣旨に賛同する皆様による、釧路湿原保全につながる
活動が登録される「釧路湿原自然再生普及行動計画」の１つです。
【募集内容】　釧路湿原の紹介や家庭での取組、環境保全活動など、釧路
湿原とつながる活動であれば、どんなことでもご応募いただけます。
【応募条件】　個人・団体・企業・学校・行政など応募のカタチは問いません。
どなたでもご応募いただけます。
【応募特典】・釧路湿原の保全につながる取組として登録料の譲渡
　　　　　・ワンダグリンダ・プロジェクトのロゴマーク（データとシール）の配布
　　　　　・メールニュースなどで活動を情報発信　など
【集中応募期間】　２月１１日（月）～３月１１日（月）
【応募方法】　電話、ファックス、メールで下記までご応募ください。詳
しくは、再生普及行動計画ワーキンググループＨＰ（http://www.heco-
spc.or.jp/kushiro/）をご覧ください。
【申込・問合せ先】
釧路湿原自然再生協議会再生普及行動計画ワーキンググループ
☎５６－４６４６　Fax ５６－２２６７　Ｅ-mail: wanda@heco-spc.or.jp
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自自然然 観観察察 会会月月のの２２
●歩くスキーで冬の湿原ハイク
【日　　時】２月１０日（日） 
　　　　　　午前１０時から正午まで
【定　　員】 ２０人
【場　　所】温根内ビジターセンター
【参　加　料】無料
【お申込先】温根内ビジターセンター
　　　　　　☎65－2323

●楽しい冬の森散策
【日　　時】２月１６日（土）
　　　　　　午前１０時から正午まで
【定　　員】 １０人
【参　加　料】無料
【お申込先】塘路湖エコミュージアムセンター
　　　　　　☎015－87－3003
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Ｈ　Ｐ　http://www14.ocn.ne.jp/̃tancomm/
ブログ　http://blogs.yahoo.co.jp/tancho_comm/
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タンチョウ コミュニティ

タンチョウコミュニティ
代表　音　成　邦　仁

タンチョウによる食害　その１
　デントコーン畑での種や芽の食害、農家敷地内での飼料盗食や糞害など、さま
ざまな事例が確認され、地域的な広がりも見せるタンチョウによる食害。今回か
ら何回かに分けて、この問題についてお伝えしていきたいと思います。

●食害のはじまり
　鶴居村史によると、1959年（昭和34年）に、農作物被害状況調査が行われた
という記述があります。被害作物にはトウキビ、ソバ、大豆、えん麦などがあげ
られ、食害もさることながら畑に侵入して踏みつける、茎を折る、実を落とすといっ
た問題の方が大きかったようです。鶴居村で給餌がはじめて成功した1952年か
ら十年足らずのこのころ、タンチョウの生息数は150羽前後でした。現在の10
分の1程度の数ながら、すでに問題化していたということになります。

●デントコーン畑での食害
　1990年代初頭から、タンチョウがデントコーン畑に侵入し、まいたばかりの
種や発芽直後の芽を食べてしまう問題が目立つようになりました。タンチョウの
生息数は600羽前後にまで回復してきた時期です。
　ちょうどこのころ、専門家からは、タンチョウの繁殖に適した湿原は飽和状態
に近づいていると指摘されるようになりました。また、デントコーン畑ではマル
チ栽培が普及してきた時期とも重なります。普及当初はタンチョウが警戒してい
たという観察例もありますが、ビニールの穴のあいた場所に種がまかれているこ
とを早い段階で学習したようです。
　湿原を追われ酪農地帯にやってきたタンチョウの存在、そして、えさとなる種
の場所がわかりやすいマルチ栽培のデントコーン畑の普及。このふたつが偶然重
なり、食害問題が加速したのかもしれません。

●当時の食害対策
　食害が目立つようになった状況を重く見たタンチョウ保護団体が、食害対策に
着手しました。鶴居村タンチョウ愛護会では、食害を受けた農家さんに見舞金を
支出したそうです。また、鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ（日本野鳥の会）
のレンジャーさんによる畑からの追い払い活動もはじまりました。
　1993年には、環境省（当時環境庁）を中心に「タンチョウ保護増殖事業」が立
ち上がり、その事業の一環で、食害対策が行われるようになりました。事業自体
は「実態調査」という位置づけでしたが、実態を把握しつつ、タンチョウの追い
払い活動や、タンチョウが畑に侵入しないようぼっこを立てたり、周囲にネット
を張ったりする侵入防止対策が行われるようになったのです。これらの活動を実
施することで一定の効果が見られたようです。　　　　　　　　　　　（つづく）

デントコーン畑に侵入するタンチョウの追い払い活動
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 12月末住民登録人口
■人口
総数  2,518 人
（前月比 ＋２人）
昨年同期は2,539人で、対前年比較は－21人です。

男 1,267 人（前月比±0人）
女 1,251 人（前月比±2人）

■世帯数
1,067戸（前月比±0戸）

48兵庫県　香美町小代（かみちょうおじろ）
　山陰海岸塩パークのエリア内に位置し、矢
田川が中心を流れ、棚田状の農地に囲まれて
いる「和牛のふるさと」として有名で、神戸
ビーフ・松坂牛などが家族のように１頭１頭
大切に育てられています。第20回を迎えた「み
かた残酷マラソン全国大会」でも有名です。
お問合せ先
　小代観光協会 （TEL 0796-97-2250）
　〒667-1511　兵庫県美方郡香美町小代区神水
　　　　　　　　739-1
　http://www.ojirokanko.com/

※「赤丸」は、平成24年10月４日に新たに加盟した町村です。

❶北海道美瑛町［事務局］
❷北海道赤井川村
❸山形県大蔵村
❹岐阜県白川村
❺長野県大鹿村
❻徳島県上勝町
❼熊本県南小国町
❽宮崎県高原町
❾長野県木曽町開田高原
10北海道標津町
11岐阜県下呂市馬瀬
12北海道鶴居村
13北海道京極町
14山形県飯豊町
15長野県中川村
16長野県南木曽町
17京都府伊根町
18高知県馬路村
19秋田県小坂町
20秋田県東成瀬村
21群馬県昭和村
22群馬県中之条町伊参
23山梨県早川町
24長野県小川村
25長野県池田町

26奈良県曽爾村
27島根県海士町
28岡山県新庄村
29愛媛県上島町
30福岡県八女市星野村
31長崎県小値賀町
32宮崎県綾町
33鹿児島県喜界町
34福島県飯舘村
35福島県北塩原村
36長野県高山村
37奈良県十津川村
38鳥取県智頭町
39沖縄県多良間村
40北海道黒松内町
41群馬県中之条町六合
42岐阜県東白川村
43高知県本山町
44大分県由布市湯布院町塚原

45福島県三島町
46山梨県道志村
47奈良県吉野町
48兵庫県香美町小代
49福岡県東峰村


